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I．はじめに

　「東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林教育研究計画 2021～2030」に基づき，東京大

学演習林で収集された 2021 年の日降水量・日流出量・降水の水質データ・渓流水の水質データ

を報告する。本報告では，昨年の報告に含めていなかった 2020 年の千葉演習林の新田の降水の

水質データも報告する。これらの観測・分析は全て教育・研究を目的として行われており，デー

タの利用は教育・研究目的に限られる。

　また，これまで演習林 65 号と 67 号において報告した 2019 年と 2020 年の担当者の一部に誤り

が見つかったため，本文中に（Ⅵ）修正箇所と修正後の担当者名を示した。

II．担当者

　資料のとりまとめは，研究委員会長期生態系データ担当気象水文水質部門長の浅野友子，同部

門観測・分析データ管理総括の蔵治光一郎が，各地方演習林の担当者（表－1）と協力して行っ

た。千葉演習林での観測は森林生物地球科学研究室が主体となり，千葉演習林の協力のもとで

行った。

III．観測地の位置と概要

　降水量観測地および降水水質観測地の位置，概要を表－2，流出量観測地および渓流水質観測

地の位置，概要を表－3 にまとめた。
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表－1　 2021 年の担当者
Table 1   List of persons in charge in 2021

表－2　降水量観測地および降水水質観測地の位置，概要
Table 2   Locations of precipitation amount and quality monitoring stations
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IV．観測方法とデータのとりまとめ方法

　降水量観測地における降水量の計測システムを表－4 に，流出量観測地における水位計測シス

テムと水位―流出量換算式を表－5 に，量水堰ノッチの種類，形状，個数，寸法を表－6 に，降

水サンプラーの種類，水質測定・分析項目および使用機器を表－7 に，渓流水質測定・分析項目

および使用機器を表－8 に示した。

　観測データのとりまとめ法を以下に示す。

〈水文〉

（1）日界は 0：00 とした。

（2） 日降水量は小数点以下第 1 位までの値を記載した。ただし，千葉演習林では，転倒マス雨量

表－3　流出量観測地および渓流水質観測地の位置，概要
Table 3   Locations of runoff and streamwater quality monitoring stations



102 東京大学演習林

計と貯留型指示雨量計の同時並行観測を行っており，貯留型指示雨量計で観測された値を，

転倒マス雨量計で観測された値を用いて比例配分し，四捨五入したうえで小数点以下第 1 位

までの値を報告した。

（3） 日流出量は小数点第 3 位を四捨五入して第 2 位まで求めた値を記載した。

（4） 月合計値は表中に記載された各月の日値を合計して求めた。年合計値は表中に記載された月

合計値を合計して求めた。

（5） 生データ（電子データ）は，生態水文学研究所，各地方演習林で保管している。生データの

提供の要望があった場合には，そのデータが観測・測定・分析された地方演習林に申請する

ことにより利用可能となる場合がある。

（6） 転倒マス雨量計で観測される降水量は，貯留型指示雨量計で観測される降水量に比べて，蒸

発等による系統誤差が発生して，過少評価になる場合がある。また，降雪の場合，転倒マス

雨量計の受水マスに溜まった雪が解けて水となり，転倒マスに落下し，転倒マスが転倒した

段階で降水量として記録されるため，時間に遅れがでる可能性がある。 

（7） 秩父演習林のバケモノ沢の流出量は，0 水位の確認ができていないため，本報告では掲載し

ない。なお，ワサビ沢の降水量は気象報告にて報告している。

（8） 樹芸研究所の 2 号沢での流出量の観測については 2021 年 11 月 17 日に終了した。

表－4　 降水量の計測システム
Table 4   Precipitation monitoring equipment
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表－5　 水位計測システムと水位－流出量換算式
Table 5  Water level monitoring equipment and method of runoff calculation

表－6　 量水堰ノッチの種類，形状，個数，寸法
Table 6   Type and size of the notch for runoff monitoring
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〈降水水質〉

（1） 原則として月 1 度の決められた日に降水を採取した。ただし，千葉演習林では，2020 年 1

月から 2021 年 8 月まで，原則として 1 日・15 日の月 2 回降水を採取した。樹芸研究所で

は，通常，平日朝の出勤後，前回の測定から当日朝までの間に降水があったと判断された時

に降水量の測定を行い，降水量が概ね 1mm 以上の降水を採水した。平日の朝以降，同日内

で新たな降水があった場合は，基本的に翌出勤日の記録になるが，降水量に応じて，同日内

で複数回の測定・サンプリングを行うこともあった。

（2） 降水の採取日の降水量は，各地方演習林でそれぞれ別の測定方法で測定した。データ使用の

際には各地方演習林に問い合わせること。

（3） 降水サンプラーとして，ボトル（容量 50L）を地面に固定し，外蓋をしたのち，外蓋の中央

に開けた穴にロート（上部内径 240mm）を挿したものを共通機器とした。ボトルの内側に

ポリ袋を挿入し，ボトルの口に折り曲げ，外蓋を締めてポリ袋を固定した。サンプリング時

に，ポリ袋ごと取り出しサンプル瓶にサンプルを回収した後，ボトルには新しいポリ袋を装

着した。ボトルにたまった水の総量をメスシリンダーにより 10cc 刻みで測定し，降水量に

換算した。大量の水がたまっている場合は，ポリ袋を取り出そうとすると不具合が予想され

るので，1L 単位（プラスティックのビーカーなど）で水を掻き出し，残りをメスシリン

ダーで測定した。積雪期のある北海道演習林と秩父演習林では，積雪期には冬季用サンプ

ラーとして既往最大積雪深を超える高さに大型ポリバケツを設置し，内側にポリ袋を挿入し

て降雪を捕捉した。ロートは使用せず，バケツの口は開放して積雪を溜め，サンプリング時

にポリ袋ごと取り出し，新たなポリ袋をバケツに装着した。ポリ袋ごと持ち帰り，研究室の

室温で雪を溶かし，水量を測定したのち , サンプル瓶に必要量を採集した。なお千葉演習林

では共通機器を使用せず，降水サンプラーは地面に固定されたボトル（容量 10L）に，内側

にポリ袋を挿入しボトル口に折り曲げ外蓋を締めて固定し，ロート（上部内径 240mm）を

挿したものを使用した。サンプリング時に，ポリ袋ごと取り出しサンプル瓶にサンプルを回

収した。ポリ袋は毎回ではなく 2～3 回のサンプリングにつき一度交換し，交換しない場合

は純水で洗浄して再使用した。樹芸研究所では共通機器を使用せず，代わりに貯留型指示雨

量計（直径 200mm）を降水水質のサンプラーとして使用した。

（4） 降水の化学分析は，千葉演習林のサンプルは生態水文学研究所で，北海道演習林，秩父演習

林，生態水文学研究所，樹芸研究所のサンプルは樹芸研究所において，それぞれ実施した。

測定・分析項目は，Na＋，K＋，Mg2＋，Ca2＋，NH4
＋，Cl－，NO3

－，SO4
2－の 8 種のイオン濃

度，および pH，EC の 10 項目である。生態水文学研究所では Na＋，K＋，Mg2＋，Ca2＋は原

子吸光光度計により，イオン濃度も含んだ Na，K，Mg，Ca 原子の濃度を分析し，NH4
＋は
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分析せず，アニオンはイオンクロマトグラフによりイオン濃度を分析した。樹芸研究所では

カチオン・アニオンともイオンクロマトグラフによりイオン濃度を分析し，pH，EC は測定

していない。

（5） 千葉演習林の 2020 年 1 月から 2021 年 8 月までと樹芸研究所の降水水質は，1 か月間に複数

回サンプリング，分析された降水の濃度を降水量で加重平均して求めた濃度を報告した。表

には各 1 か月間の初日と終日，その間のサンプルの個数を示した。1 か月間の複数回のサン

プリングで 1 回でも欠落があった場合は，1 か月間全体を欠測として取り扱った。

（6） 秩父演習林の降水量，pH，EC は，浅野ら（2022），吉田ら（2023）で報告した値を再掲載

したものである。これらのうち，pH と EC は，サントリーグローバルイノベーションセン

ター（株）水科学研究所の実験室で測定した。　　

表－7　降水サンプラーの種類，水質測定・分析項目および使用機器
Table 7   Precipitation sampler, chemical measurement and laboratory equipment

〈渓流水水質〉

（1） 原則として月 1 度の決められた日に渓流水を採取した。千葉演習林 袋山沢 A・B では，渓

流水が枯渇したため，採水を行っていない月があった。北海道演習林では例年，冬季（12
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月から 4 月）の渓流水の採水は行っていない。

（2） 渓流水の採取日の水位は，各地方演習林でそれぞれ別の測定方法で測定した。データ使用の

際には各地方演習林に問い合わせること。

（3） 渓流水の化学分析は，千葉演習林，秩父演習林，生態水文学研究所のサンプルは生態水文学

研究所で，北海道演習林，樹芸研究所のサンプルは樹芸研究所において，それぞれ実施し

た。測定・分析項目は，Na＋，K＋，Mg2＋，Ca2＋，NH4
＋，Cl－，NO3

－，SO4
2－の 8 種のイオン

濃度，および pH，EC の 10 項目である。生態水文学研究所では Na＋，K＋，Mg2＋，Ca2＋は

原子吸光光度計により，イオン濃度も含んだ Na，K，Mg，Ca 原子の濃度を分析し，NH4
＋

は分析せず，アニオンはイオンクロマトグラフによりイオン濃度を分析した。樹芸研究所で

はカチオン・アニオンともイオンクロマトグラフによりイオン濃度を分析した。

（4） 秩父演習林の水温，pH，EC は，浅野ら（2022），吉田ら（2023）で報告した値を再掲載し

たものである。これらのうち，pH と EC は，サントリーグローバルイノベーションセン

ター（株）水科学研究所の実験室で測定した。

表－8　渓流水質測定・分析項目および使用機器
Table 8   Streamwater chemical measurement and laboratory equipment
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V．観測結果

　水文の観測結果を附表－1～7 に，降水の水質の測定・分析結果を附表－8～12 に，渓流水の水

質の測定・分析結果を附表－13～19 に示した。

VI．過去に公表した演習林水文観測・水質分析報告　修正

　演習林 65 号掲載の東京大学演習林水文観測・水質分析報告（自 2019 年 1 月至 2019 年 12 月）

に関して， 2019 年の担当者（150 ページ，表－1）の一部を以下のように修正する。

千葉演習林【誤】鶴見康幸・堀田紀文・米道学

　　　　 　【正】江草智弘・亀山敏顕・鶴見康幸・堀田紀文・米道学

　

　演習林 67 号掲載の東京大学演習林水文観測・水質分析報告（自 2020 年 1 月至 2020 年 12 月）

に関して，2020 年の担当者（74 ページ，表－1）の一部を以下のように修正する。

千葉演習林【誤】亀山敏顕・鈴木祐紀・鶴見康幸・堀田紀文・米道学

　　　　 　【正】江草智弘・亀山敏顕・鈴木祐紀・鶴見康幸・堀田紀文・米道学
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